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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

電気制御装置の側面開放部にペットを収容して乾燥する筐体の側面開放部を連結させて一

体化するペット用ボックスドライヤーの電気制御装置において、

前記電気制御装置の本体ケース内の配置室に電子回路及びフアン駆動用モータ、送風用フ

アン、ヒータがそれぞれ配置され、

前記電子回路及びフアン駆動用モータの配置室に外気を取り込む吸入通風孔（Ａ）が設け

られ、前記フアン駆動用モータを固定するモータ取付け板に吸入通風孔（Ｂ）が設けられ

、

前記送風用フアンの吸引力を利用して外気を自動的に取り込んで前記電子回路及びフアン

駆動用モータを冷却することを特徴とするペット用ボックスドライヤーの電気制御装置。

【請求項２】

請求項１に記載のペット用ボックスドライヤーの電気制御装置において、

前記電気制御装置と前記筐体の各側面開放部の間を仕切る仕切板が設けられ、前記仕切板

の略中心部にフィルター付き窓が取り付けられ、前記仕切板の下方に温風吐き出し口が設

けられ、前記筐体内の空気をフィルター付き窓を介して前記送風用フアンで取り込んで前

記ヒータで加熱した後に前記温風吐き出し口から前記筐体内に放出して温度を上げるよう

にした構造を採用し、

前記ヒータの配置室に排気通風孔が設けられたことを特徴とするペット用ボックスドライ

ヤーの電気制御装置。
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【 請 求 項 ３ 】

前 記 排 気 通 風 孔 に 排 出 量 調 整 弁 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ペ ッ ト 用 ボ ッ

ク ス ド ラ イ ヤ ー の 電 気 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

前 記 ヒ ー タ の 配 置 室 の 通 風 路 側 に 黒 色 の 温 風 ガ イ ド 板 を 設 け 、 そ の 反 対 側 に 熱 線 反 射 板 を

設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ペ ッ ト 用 ボ ッ ク ス

ド ラ イ ヤ ー の 電 気 制 御 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ペ ッ ト を 収 容 し て 乾 燥 す る 筐 体 （ 乾 燥 室 ） と 電 気 制 御 装 置 を 連 結 さ せ て 一 体

化 す る ペ ッ ト 用 ボ ッ ク ス ド ラ イ ヤ ー に お い て 、 特 に 電 子 回 路 及 び モ ー タ の 冷 却 、 換 気 及 び

熱 交 換 の 効 率 を 高 め る よ う に し た ペ ッ ト 用 ボ ッ ク ス ド ラ イ ヤ ー の 電 気 制 御 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 の ペ ッ ト 用 ボ ッ ク ス ド ラ イ ヤ ー の 電 気 制 御 装 置 部 に 組 込 ま れ て い る 送 風 用 モ ー タ は

、 モ ー タ の 温 度 上 昇 を 低 減 す る た め に 冷 却 用 フ ア ン を 取 り 付 け た り 、 送 風 用 モ ー タ 軸 に プ

ロ ペ ラ フ ア ン を 取 り 付 け た り 、 あ る い は 電 気 制 御 装 置 部 ケ ー ス の 背 面 に 換 気 孔 を 設 け た り

し て 、 モ ー タ を 冷 却 し て い る が コ ス ト ア ッ プ に な り 、 ま た 冷 却 効 果 が 低 い （ 自 然 対 流 の た

め ） な ど の 欠 点 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 乾 燥 室 内 送 り 込 ま れ た 温 風 に よ り 、 乾 燥 体 （ 濡 れ た 状 態 の ペ ッ ト ） の 水 分 が 蒸 発

し て 湿 度 が 上 昇 し 、 乾 燥 速 度 が 低 下 す る の で 、 乾 燥 室 扉 の 周 辺 に 大 き な 開 口 部 を 設 け 乾 燥

室 内 に 外 気 を 取 り 込 み 高 温 高 湿 の 空 気 を 排 出 し て い る 。 そ の た め 寒 冷 地 等 の 野 外 で 使 用 す

る と き 所 定 の 温 度 ま で 上 昇 し な く 実 用 に 耐 え な か っ た 。 ま た 、 乾 燥 体 の 離 毛 が 作 業 室 内 に

飛 散 す る 等 の 欠 点 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 温 風 送 風 用 モ ー タ 及 び 制 御 回 路 か ら の 発 熱 が 作 業 室 内 に 放 出 さ れ 、 そ の 室 内 の 冷

却 に 多 く の 電 気 量 を 必 要 と す る な ど の 欠 点 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 ヒ ー タ か ら の 放 出 さ れ る 熱 線 処 理 も 満 足 で き る も の で は な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 方 、 乾 燥 室 に 乾 燥 モ ジ ュ ー ル が 設 置 さ れ た ペ ッ ト 用 乾 燥 装 置 に つ い て は 、 以 下 に 示 す

よ う な 発 明 が 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ６ ６ ４ ２ ６ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 シ ャ ワ ー を 終 え て 収 容 空 間

に 入 れ ら れ た ペ ッ ト に 対 し 、 ペ ッ ト の 全 身 の 乾 燥 作 業 が 行 な え 、 便 利 で 、 ス ピ ー デ ィ ー に

ペ ッ ト を 乾 燥 す る こ と を 目 的 と し 、 箱 体 と 乾 燥 モ ジ ュ ー ル 包 含 し 、 該 箱 体 の 内 部 に ド ア を

供 え た 収 容 空 間 が あ り 、 並 び に 収 容 空 間 の 一 側 に 空 気 を 外 に 排 出 、 送 出 す る 出 気 ダ ク ト が

設 け ら れ 、 該 乾 燥 モ ジ ュ ー ル は 該 箱 体 に 取 り 付 け ら れ 、 乾 燥 器 具 を 収 容 す る 収 容 室 を 具 え

、 該 収 容 室 の 側 辺 に 、 外 部 空 気 を 進 入 さ せ る 入 気 ダ ク ト が 設 け ら れ 、 該 乾 燥 器 具 の 一 側 に

熱 エ ネ ル ギ ー を 送 出 す る 出 口 が あ り 、 該 出 口 に 送 出 方 向 の 変 換 操 作 の た め の コ ン ト ロ ー ル

バ ル ブ が 接 続 さ れ 、 該 コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ の 一 側 に 、 該 箱 対 の 外 部 で 乾 燥 作 業 を 行 な う た

め の 延 伸 管 が 接 続 さ れ 、 別 側 に 該 箱 体 の 収 容 空 間 内 に 連 通 す る 導 入 管 が 設 け ら れ た こ と 特

徴 と す る 「 ペ ッ ト 用 乾 燥 装 置 」 が 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 の ペ ッ ト 乾 燥 装 置 に は 、 外 気 空 気 に よ り 送 風 用 モ ー タ や 制 御 回 路 を

冷 却 す る こ と が 開 示 さ れ て い な い 。 ま た フ ィ ル タ ー で 離 毛 を 取 り 除 い た 温 風 を 排 出 す る こ

と も 開 示 さ れ て い な い 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】

　 な お 、 本 願 出 願 人 は 、 電 気 制 御 装 置 と 筐 体 （ 乾 燥 室 ） を ユ ニ ッ ト 化 す る と 共 に 筐 体 を モ

ジ ュ ー ル 化 す る こ と に よ り 、 低 廉 化 を 図 り 且 つ 簡 便 に 組 立 可 能 な ペ ッ ト 用 ボ ッ ク ス ド ラ イ

ヤ ー を 開 発 し 、 既 に 特 許 権 を 取 得 し て い る （ 特 許 第 ５ ４ ７ ８ ７ ６ ３ 号 公 報 、 特 許 文 献 ２ ）

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ６ ６ ４ ２ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ５ ４ ７ ８ ７ ６ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 は 、 本 願 出 願 人 が 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 ペ ッ ト 用 ボ ッ ク ス ド ラ イ ヤ ー の 電 気 制 御 装

置 に 更 な る 改 良 を 施 し た も の で あ り 、 電 気 制 御 装 置 に 組 込 ま れ て い る 電 子 回 路 及 び モ ー タ

の 冷 却 、 換 気 及 び 熱 交 換 の 効 率 を 高 め る こ と を 目 的 と し 、 具 体 的 に は 効 率 よ い モ ー タ の 冷

却 、 モ ー タ の 発 熱 エ ネ ル ギ ー の 再 利 用 、 作 業 室 内 へ の 離 毛 飛 散 防 止 、 ヒ ー タ の 発 熱 を 効 率

よ く 温 風 に 変 換 、 お よ び 温 風 排 気 制 御 な ど が 図 ら れ 、 更 に 製 造 原 価 の 低 減 が 図 れ る ペ ッ ト

用 ボ ッ ク ス ド ラ イ ヤ ー の 電 気 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 電 気 制 御 装 置 の 側 面 開 放 部 に

ペ ッ ト を 収 容 し て 乾 燥 す る 筐 体 の 側 面 開 放 部 を 連 結 さ せ て 一 体 化 す る ペ ッ ト 用 ボ ッ ク ス ド

ラ イ ヤ ー の 電 気 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 電 気 制 御 装 置 の 本 体 ケ ー ス 内 の 配 置 室 に 電 子 回 路

及 び フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ 、 送 風 用 フ ア ン 、 ヒ ー タ が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ 、 前 記 電 子 回 路 及 び

フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ の 配 置 室 に 外 気 を 取 り 込 む 吸 入 通 風 孔 （ Ａ ） が 設 け ら れ 、 前 記 フ ア ン

駆 動 用 モ ー タ を 固 定 す る モ ー タ 取 付 け 板 に 吸 入 通 風 孔 （ Ｂ ） が 設 け ら れ 、 前 記 送 風 フ ア ン

の 吸 引 力 を 利 用 し て 外 気 を 自 動 的 に 取 り 込 ん で 前 記 電 子 回 路 及 び フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ を 冷

却 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ペ ッ ト 用 ボ ッ ク ス ド ラ イ ヤ ー の 電 気

制 御 装 置 に お い て 、 前 記 電 気 制 御 装 置 と 前 記 筐 体 の 各 側 面 開 放 部 の 間 を 仕 切 る 仕 切 板 が 設

け ら れ 、 前 記 仕 切 板 の 略 中 心 部 に フ ィ ル タ ー 付 き 窓 が 取 り 付 け ら れ 、 前 記 仕 切 板 の 下 方 に

温 風 吐 き 出 し 口 が 設 け ら れ 、 前 記 筐 体 内 の 空 気 を フ ィ ル タ ー 付 き 窓 を 介 し て 前 記 送 風 用 フ

ア ン で 取 り 込 ん で 前 記 ヒ ー タ で 加 熱 し た 後 に 前 記 温 風 吐 き 出 し 口 か ら 前 記 筐 体 内 に 放 出 し

て 温 度 を 上 げ る よ う に し た 構 造 を 採 用 し 、 前 記 ヒ ー タ の 配 置 室 に 排 気 通 風 孔 が 設 け ら れ た

こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 前 記 排 気 通 風 孔 に 排 出 量 調 整 弁 を 備

え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ に 記 載 の 前 記 ヒ ー タ の 配 置 室 の

通 風 路 側 に 黒 色 の 温 風 ガ イ ド 板 を 設 け 、 そ の 反 対 側 に 熱 線 反 射 板 を 設 け た こ と を 特 徴 と す

る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 電 子 回 路 及 び モ ー タ の 配 置 室 に 外 気 を 取 り 込 む 吸 入 通

風 孔 （ Ａ ） と モ ー タ を 固 定 す る モ ー タ 取 付 け 板 に 吸 入 通 風 孔 （ Ｂ ） が 設 け ら れ て い る の で

、 送 風 用 フ ア ン の 吸 引 力 を 利 用 し て 外 気 よ り 強 制 的 に 低 温 の 空 気 を 取 り 込 み 、 電 気 制 御 装

置 内 の モ ー タ や 電 子 回 路 な ど を 冷 却 す る の で 効 率 よ い 冷 却 が 可 能 と な る 。 ま た 、 モ ー タ や
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電 子 回 路 か ら の 発 熱 を 乾 燥 室 内 の 加 熱 に 再 利 用 す る こ と に よ り 、 省 エ ネ 対 策 が 施 さ れ た ペ

ッ ト 用 ボ ッ ク ス ド ラ イ ヤ ー の 電 気 制 御 装 置 を 提 供 で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 筐 体 （ 乾 燥 室 ） 内 の 空 気 を フ ィ ル タ ー 付 き 窓 を 介 し て 送 風 用 フ ア ン で 取 り 込 ん で

ヒ ー タ で 加 熱 し た 後 に 温 風 吐 き 出 し 口 か ら 筐 体 内 （ 乾 燥 室 ） に 放 出 し て 温 度 を 上 げ る よ う

に し た 構 造 を 備 え 、 ヒ ー タ の 配 置 室 に 排 気 通 風 孔 が 設 け ら れ て い る の で 、 筐 体 （ 乾 燥 室 ）

内 を 介 せ ず 電 気 制 御 装 置 よ り ヒ ー タ で 過 熱 す る 前 の 温 風 の 一 部 を 排 出 す る こ と で 、 室 内 に

離 毛 を 飛 散 さ せ な い し 、 無 駄 な エ ネ ル ギ ー も 放 出 さ れ な い 。 ま た 、 電 気 制 御 装 置 の 温 風 の

一 部 を 排 出 す る 排 気 通 風 孔 の 排 出 量 を 調 整 可 能 に し て い る の で 、 筐 体 （ 乾 燥 室 ） 内 の 温 度

を 速 く 上 昇 さ せ る こ と も で き 、 ま た 寒 冷 地 等 の 野 外 使 用 に も 耐 え 、 ま た ヒ ー タ の 熱 交 換 を

良 く す る 事 で 同 様 に 筐 体 （ 乾 燥 室 ） 内 の 温 度 を 速 く 上 昇 さ せ る こ と も 可 能 に な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 電 気 制 御 装 置 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 筐 体 （ 乾 燥 室 ） の 一 例 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ の フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ と 送 風 用 フ ア ン を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 １ の 排 気 通 風 孔 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 電 気 制 御 装 置 の 構 造 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 ペ ッ ト 用 ボ ッ ク ス ド ラ イ ヤ ー の 一 例 を 示 す 完 成 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 電 気 制 御 装 置 の 内 部 の 空 気 の 流 れ を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に つ い て 図 を 参 酌 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 電 気 制 御 装 置

の 一 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は 筐 体 （ 乾 燥 室 ） の 一 例 示 す 分 解 斜 視 図 、 図 ３ は フ ア ン 駆 動 用

モ ー タ と 送 風 用 フ ア ン を 示 す 斜 視 図 、 図 ４ は 排 気 通 風 孔 を 示 す 斜 視 図 、 図 ５ は 電 気 制 御 装

置 の 構 造 断 面 図 で あ る 。 な お 、 本 発 明 の ペ ッ ト 用 ボ ッ ク ス ド ラ イ ヤ ー の 電 気 制 御 装 置 の 各

構 成 に つ い て は 、 以 下 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 使 用 状 況 に よ っ て 適 宜 変 更 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 電 気 制 御 装 置 １ に は 、 後 述 す る 筐 体 （ 乾 燥 室 ） １ ２ 内 に 温 風 を 送 風

す る た め の 送 風 用 フ ア ン ２ 、 フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ ３ 、 ヒ ー タ ５ が 組 み 込 ま れ て い る 。 ま た

、 フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ ３ の 回 転 数 や 温 度 調 整 等 は 電 子 回 路 ６ で 制 御 さ れ て い る 。 さ ら に 、

ヒ ー タ ５ の 配 置 室 に は 、 後 述 す る よ う に ヒ ー タ ５ が 効 率 よ く 熱 変 換 を 行 な う た め 、 温 黒 色

の 風 ガ イ ド 板 ４ ａ と 熱 線 反 射 板 ４ ｂ を 組 込 む こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 電 気 制 御 装 置 １ の 本 体 ケ ー ス １ ａ は ４ 個 の 室 （ 配 置 室 ） に 区 切 ら れ

て い て 、 第 １ の 室 に は フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ ３ と 電 子 回 路 ６ が 配 置 さ れ 、 第 ２ の 室 は 送 風 用

フ ア ン ２ が 配 置 さ れ 、 第 ３ の 室 に は 温 風 ガ イ ド 板 ４ ａ と 反 射 板 ４ ｂ と ヒ ー タ ５ が 配 置 さ れ

、 第 ４ の 室 は 空 気 流 量 を 調 節 す る ダ ン パ ー 部 ７ ｃ が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 第 1の 室 に は

外 気 を 取 り 込 む 吸 入 通 風 孔 （ Ａ ） ８ aが 設 け ら れ て お り 、 更 に フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ ３ を 固

定 す る モ ー タ 取 付 け 板 ７ aに 吸 入 通 風 孔 （ Ｂ ） ８ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 第 ３ の 室

は 隔 壁 板 ７ ｂ で 囲 わ れ て い て 上 方 部 に 排 気 通 風 孔 （ Ａ ） ９ aが 設 け ら れ 、 第 ４ の 室 に は 外

気 に 排 出 す る 排 気 通 風 孔 （ Ｂ ） ９ ｂ 設 け ら れ て い る 。 な お 、 本 実 施 例 で は 、 本 体 ケ ー ス １

ａ が ４ 個 の 室 （ 配 置 室 ） に 区 切 ら れ て い る 例 を 説 明 し た が 、 室 の 数 は こ れ に 限 定 さ れ る も

の で は な く 、 少 な く と も 第 １ ～ 第 ３ の 各 室 が 配 置 さ れ て い れ ば よ い 。 即 ち 、 第 ４ の 室 （ ダ

ン パ ー 部 の 配 置 室 ） に つ い て は 省 略 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 は 第 ３ の 室 （ ヒ ー タ

の 配 置 室 ） に 設 け ら れ た 排 気 通 風 孔 よ り 外 気 に 排 気 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 電 気 制 御 装 置 １ の 側 面 開 放 部 １ ｂ に は 、 仕 切 り 板 １ ０ が ビ ス 等 で 固 定 さ れ て い る 。 こ の

仕 切 り 板 １ ０ の 略 中 心 部 に は 、 離 毛 を 取 り 除 く た め の む フ ィ ル タ ー 付 き 窓 １ １ が 取 り 付 け
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ら れ て い る 。 こ の フ ィ ル タ ー 付 き 窓 １ １ と 対 向 し た 位 置 に 送 風 用 フ ア ン ２ が 配 置 さ れ て い

る こ と に よ り 、 排 出 空 気 が 犬 毛 を 含 ま ず 作 業 場 の 環 境 が 改 善 さ れ る 。 ま た 、 仕 切 板 １ ０ の

下 方 に は 、 温 風 吐 き 出 し 口 １ ０ ａ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 電 気 制 御 装 置 １ の 側 面 開 放 部 １ ａ に 仕 切 り 板 １ ０ を 介 し て 連 結 す る

筐 体 （ 乾 燥 室 ） １ ２ に は 、 そ の 前 面 に ペ ッ ト を 出 し 入 れ す る た め の 扉 １ ５ が 蝶 番 １ ３ に よ

り 回 転 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 電 気 制 御 装 置 １ に 連 結 さ れ る 側 面 開 放 部 １ ２ ｂ

と は 反 対 側 の 側 面 に 側 板 １ ６ が ネ ジ 等 で 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 筐 体 （ 乾 燥 室 ） １ ２

内 の 下 面 に は ス ノ コ １ ４ が 置 か れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 取 り 込 ん だ 外 気 を 万 遍 に フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ ３ の 外 ケ ー ス を 通 る よ

う に す る た め に 、 モ ー タ 取 付 け 板 ７ aに フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ ３ の 外 形 に 沿 う よ う に 吸 入 通

風 孔 Ｂ （ ８ ｂ ） が 設 け ら れ て い て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 排 気 通 風 孔 （ Ｂ ） ９ ｂ は 排 出 量 調 整 弁 １ ７ を 備 え て い る 。 排 出 量 調

整 弁 １ ７ を 適 宜 回 転 さ せ る こ と に よ り 排 気 通 風 孔 （ Ｂ ） ９ ｂ の 開 放 面 積 を 変 え る こ と で 、

外 気 温 度 に 関 係 な く 筐 体 （ 乾 燥 室 ） １ ２ 内 の 温 度 を 制 御 で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 ヒ ー タ ５ の 配 置 室 の 通 風 路 側 に 黒 色 の 温 風 ガ イ ド 板 ４ ａ を 設 け 、 そ

の 反 対 側 に 熱 線 反 射 板 ５ を 設 け る こ と に よ り 、 熱 交 換 の 効 率 を 上 げ 、 短 時 間 で 所 定 の 温 度

に 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ６ は ペ ッ ト 用 ボ ッ ク ス ド ラ イ ヤ ー の 一 例 を 示 す 完 成 斜 視 図 で あ る 。 本 発 明 の ペ ッ ト 用

ボ ッ ク ス ド ラ イ ヤ ー の 電 気 制 御 装 置 １ は 、 筐 体 （ 乾 燥 室 ） １ ２ と 側 板 １ ６ を ユ ニ ッ ト 化 し

て そ れ ぞ れ ネ ジ 等 の 固 定 具 に よ り 連 結 す る こ と に よ り 、 簡 単 に 組 立 及 び 分 解 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ７ は 電 気 制 御 装 置 の 内 部 の 空 気 の 流 れ を 示 す 説 明 図 で あ る 。 外 気 空 気 を 吸 入 通 風 孔 （

Ａ ） ８ ａ か ら 取 り 込 み 、 そ の 吸 入 空 気 １ ０ ０ に よ っ て 電 子 回 路 ６ を 冷 却 し 、 更 に フ ア ン 駆

動 用 モ ー タ ３ の 外 周 を 冷 却 し て 吸 入 通 風 孔 （ Ｂ ） ８ ｂ か ら 送 風 用 フ ア ン ２ に 吸 い 込 ま れ る

。 こ れ に よ り 、 送 風 用 フ ア ン ２ の 吸 引 力 を 利 用 し て 外 気 よ り 強 制 的 に 低 温 の 空 気 を 取 り 込

み 、 電 気 制 御 装 置 １ 内 の フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ ３ や 電 子 回 路 ６ な ど を 冷 却 す る の で 効 率 よ い

冷 却 が 可 能 と な る 。 ま た 、 フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ ３ や 電 子 回 路 ６ か ら の 発 熱 を 筐 体 （ 乾 燥 室

） １ ２ 内 の 加 熱 に 再 利 用 す る こ と に よ り 、 省 エ ネ 対 策 を 施 す こ と が 可 能 と な る 。

　 一 方 、 フ ィ ル タ ー 付 き 窓 １ １ （ 図 １ 参 照 ） か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 と 吸 入 空 気 １ ０ ０ と が

混 ざ り 、 そ の 一 部 が 排 出 空 気 １ １ ０ と な り 排 気 通 風 孔 （ Ａ ） ９ ａ 及 び 排 気 通 風 孔 （ Ｂ ） ９

ｂ を 介 し て 本 体 ケ ー ス １ ａ の 外 に 放 出 さ れ る が 、 大 部 分 は 再 度 ヒ ー タ ５ で 加 熱 さ れ て 温 風

空 気 １ ２ ０ が 筐 体 （ 乾 燥 室 ） １ ２ 内 に 放 出 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 筐 体 （ 乾 燥 室 ） １ ２ 内 を

介 せ ず 電 気 制 御 装 置 １ よ り ヒ ー タ ５ で 過 熱 す る 前 の 温 風 の 一 部 を 排 出 す る こ と で 、 室 内 に

離 毛 を 飛 散 さ せ な い し 、 無 駄 な エ ネ ル ギ ー も 放 出 さ れ な い 。 ま た 、 電 気 制 御 装 置 １ の 温 風

の 一 部 を 排 出 す る 排 気 通 風 孔 （ Ｂ ） ９ ｂ の 排 出 量 を 調 整 可 能 に し て い る の で 、 筐 体 （ 乾 燥

室 ） １ ２ 内 の 温 度 を 速 く 上 昇 さ せ る こ と も で き 、 ま た 寒 冷 地 等 の 野 外 使 用 に も 耐 え 、 ま た

ヒ ー タ ５ の 熱 交 換 を 良 く す る 事 で 同 様 に 筐 体 （ 乾 燥 室 ） １ ２ 内 の 温 度 を 速 く 上 昇 さ せ る こ

と も 可 能 に な る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

１ 　 電 気 制 御 装 置

１ ａ 　 本 体 ケ ー ス

１ ｂ 　 側 面 開 放 部

２ 　 送 風 用 フ ア ン
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３ 　 フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ

４ ａ 　 温 風 ガ イ ド 板

４ ｂ 　 反 射 板

５ 　 ヒ ー タ

６ 　 電 子 回 路

７ ａ 　 モ ー タ 取 付 け 板

７ ｂ 　 隔 壁 板

７ ｃ 　 ダ ン パ ー 部

８ ａ 　 吸 入 通 風 孔 （ Ａ ）

８ ｂ 　 吸 入 通 風 孔 （ Ｂ ）

９ ａ 　 排 気 通 風 孔 （ Ａ ）

９ ｂ 　 排 気 通 風 孔 （ Ｂ ）

１ ０ 　 仕 切 り 板

１ ０ ａ 　 温 風 吐 き 出 し 口

１ １ 　 フ ィ ル タ ー 付 き 窓

１ ２ 　 筐 体 （ 乾 燥 室 ）

１ ２ ｂ 　 側 面 開 放 部

１ ３ 　 蝶 番

１ ４ 　 ス ノ コ

１ ５ 　 扉

１ ６ 　 側 板

１ ７ 　 排 出 量 調 整 弁

１ ０ ０ 　 吸 入 空 気

１ １ ０ 　 排 出 空 気

１ ２ ０ 　 温 風 空 気

【 要 約 】

【 課 題 】 電 気 制 御 装 置 に 組 込 ま れ て い る 電 子 回 路 及 び モ ー タ の 冷 却 、 換 気 及 び 熱 交 換 の 効

率 を 高 め る こ と を 目 的 と し た ペ ッ ト 用 ボ ッ ク ス ド ラ イ ヤ ー の 電 気 制 御 装 置 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 電 気 制 御 装 置 １ の 本 体 ケ ー ス １ ａ 内 の 配 置 室 に 電 子 回 路 ６ 及 び フ ア ン 駆 動 用

モ ー タ ３ 、 送 風 用 フ ア ン ２ 、 ヒ ー タ ５ が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ 、 電 子 回 路 及 ６ 及 び フ ア ン 駆 動

用 モ ー タ ３ の 配 置 室 に 外 気 を 取 り 込 む 吸 入 通 風 孔 （ Ａ ） ８ ａ が 設 け ら れ 、 フ ア ン 駆 動 用 モ

ー タ ３ を 固 定 す る モ ー タ 取 付 け 板 ７ ａ に 吸 入 通 風 孔 （ Ｂ ） ８ ｂ が 設 け ら れ 、 送 風 用 フ ア ン

２ の 吸 引 力 を 利 用 し て 外 気 を 自 動 的 に 取 り 込 ん で 電 子 回 路 ６ 及 び フ ア ン 駆 動 用 モ ー タ ３ を

冷 却 す る 。

【 選 択 図 】 図 １
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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